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番外編：デュアルオブリガート型
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デュアルオブリガート型の特徴

異なる２つの旋律を同時に演奏するフォーム。８管以上のホーンセクションでは、
ブラスセクションとサックスセクションの双方で４人以上の人数を確保できるため、
一時的に２つのパートに分かれて演奏することも可能になる。

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO



©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO



デュアルオブリガート型アレンジのポイント

① 基本型アレンジにもう１つのラインを加える

✓ これまでに解説した４つのアレンジ方法に加えてもう１つのラインを付け加える

✓ 例えばブラス４管で基本型アレンジ＋サックス４管で新たなオブリを演奏するなど

② 基本はブラスとサックスでパート分け

✓ ブラスセクションとサックスセクションでパート分けするのが最も基本的な形

✓ ブラスはスタッカート系、サックスはレガート系で棲み分けるのもよい

③ 高音楽器と低音楽器で分ける方法も

✓ 組み合わせる楽器によってサウンド感も変わってくるため、楽曲に合わせて適宜

選択しよう
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デュアルオブリガート型のパート分け①
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【例１】セクションによるパート分け

TpTpTp Tb A.Sax T.Sax T.Sax B.Sax

ブラスパート サックスパート



デュアルオブリガート型のパート分け②
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【例２】音域によるパート分け

TpTpTp A.Sax Tb T.Sax T.Sax B.Sax

高音パート 低音パート



デュアルオブリガート型アレンジの手順

①1st Tpで基本アレンジのラインを決める

②A.Saxで対旋律を決める

③全体をボイシングする
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① 1st Tpで基本アレンジのラインを決める

ホーンアレンジ４つの型にしたがってブラスセクションのラインを作る。この時点で
はボイシングはせず、1st Tpでトップのラインだけを決めればOK。
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② A.Saxで対旋律を決める

２本目のラインとなる対旋律部分をA.Saxで打ち込んでいく。このとき、1st Tpのラ
インと動きがバッティングしないよう、対比をつけるとよい。
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③ 全体をボイシングする

双方ユニゾンボイシング、あるいは片方をユニゾンボイシングにした上で、もう一
方をコードボイシングにするのがまとまりが良い。
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